
効
果
的
な
投
資
事
業
の
推
進
と
公
共
施

設
の
総
量
の
圧
縮

⑴
投
資
的
経
費
の
推
移

⑵
市
民
１
人
当
た
り
の
投
資
的
経
費
の
推
移
（
他
都
市
比
較
）

⑶
今
後
の
公
共
施
設
の
更
新
時
期
の
集
中

⑷
今
後
予
定
し
て
い
る
主
な
大
規
模
公
共
施
設
の
整
備

⑸
中
長
期
の
財
政
収
支
見
通
し
を
踏
ま
え
た
投
資
事
業
の
あ
り
方

⑹
効
果
的
な
投
資
事
業
を
進
め
る
た
め
の
公
共
施
設
の
総
量
圧
縮

資
料
９
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⑴
こ
れ
ま
で
の
投
資
的

経
費
の
推

移

近
年

の
投

資
的

経
費

は
，

ピ
ー

ク
時

の
4
0
～

5
0
％

減
で

あ
る

も
の

の
，

個
別

事
業

の
進

捗
に

よ
っ

て
変

動
が

あ
る

。

8
9
7
 1
,3

2
8
 1
,3

5
5
 

1
,2

0
7
 1
,2

4
8
 1
,2

5
3
 

1
,4

3
5
 1
,1

0
7
 

1
,2

8
2
 9

6
1
 8

4
5
 7

9
6
 8

5
8
 9

2
7
 9

6
5
 8

8
0
 7

2
8
 6

9
3
 7

1
7
 5

8
0
 5

3
9
 5

9
9
 6

5
1
 7

0
4
 6

8
0
 6

7
2
 8

7
0
 8

6
2
 7

7
4
 

1
7
.9
%2

0
.5
%

2
0
.4
% 1
7
.5
%1

7
.5
%1

7
.9
%2

0
.3
% 1

5
.4
%1

7
.9
%

1
4
.0
% 1
3
.0
%

1
2
.3
% 1
3
.1
%1

3
.4
%1

3
.9
% 1

2
.7
% 1

0
.6
%

1
0
.0
% 9
.3
%

7
.8
%

7
.3
%

8
.1
%

8
.8
%

9
.4
%

9
.3
%

8
.8
%

1
1
.1
% 1

0
.9
%
9
.9
%

0
.0
%

5
.0
%

1
0
.0
%

1
5
.0
%

2
0
.0
%

2
5
.0
%

3
0
.0
%

3
5
.0
%

4
0
.0
%

0

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

1
,4

0
0

1
,6

0
0

元
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28
29

30
R元

R2

投
資

的
経

費
の

推
移
（
当

初
予

算
ベ
ー
ス
）

投
資
的
経
費

投
資
的
経
費
割
合

億
円

%

ピ
ー
ク
(1
0
年

度
)

南
部
C
C
建

替
整
備

に
よ
り
大

幅
増

平
安

建
都
1
2
0
0年

H
1
4
,1
5

緊
急

対
策

実
施

（
新

規
施

設
凍

結
）

「
財

政
非

常
事

態
」
宣

言
（
H1

3
年

10
月

）
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⑵
一

人
当
た
り
投
資
的
経

費
の
推

移
（
他

都
市

比
較

）

直
近

５
箇

年
に

お
け

る
一

人
当

た
り

投
資

的
経

費
の

他
都

市
比

較
に

お
い

て
は

，
政

令
市

の

中
で

1
6
番

目
と

下
位

で
あ

り
，

投
資

的
経

費
の

規
模

が
大

き
い

状
況

で
は

な
い

。
＜
5
年

平
均

＞
（
単

位
：
千

円
）

項
目

他
都
市

平
均

京
都
市

平
均

他
都
市

乖
離

項
目

H
16

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
26

H
2
7

H
2
8

H
29

H
3
0

札
幌
市

5
8

4
8

3
8

3
6

3
8

3
9

4
0

3
7

4
5

4
6

5
6

4
8

6
0

5
6

5
6

仙
台
市

8
1

7
2

7
1

5
7

5
5

5
4

4
1

8
9

9
3

1
0
7

1
1
2

9
3

5
8

5
8

5
7

さ
い
た

ま
市

7
9

6
0

6
6

6
9

6
7

6
0

5
8

6
2

5
7

5
4

6
0

5
1

4
8

6
2

6
5

千
葉
市

8
7

8
1

7
5

8
8

4
9

4
6

3
8

3
5

3
5

3
3

3
3

3
3

3
7

3
5

3
3

横
浜
市

6
2

5
3

5
9

5
7

5
6

5
4

4
5

4
5

4
6

5
0

4
8

5
9

5
8

5
4

6
3

川
崎
市

6
0

5
6

5
6

5
2

6
8

5
6

6
5

5
8

5
8

5
3

6
5

5
1

5
2

6
6

6
3

相
模
原

市
4
8

5
4

5
9

4
6

4
2

3
3

2
4

2
7

3
2

新
潟
市

6
0

7
7

8
0

7
9

8
0

7
9

8
9

8
8

6
9

6
1

7
0

5
4

静
岡
市

6
8

8
5

9
3

1
0
0

1
0
8

7
2

7
2

7
9

6
8

6
3

6
1

6
2

6
2

5
4

浜
松
市

7
2

8
1

6
7

7
3

6
7

5
1

5
6

5
0

6
2

6
6

5
7

5
7

名
古
屋

市
5
8

4
6

5
5

5
3

4
4

4
4

3
9

3
7

3
2

4
0

4
4

3
6

4
1

4
1

5
2

京
都
市

6
1

5
7

6
0

5
3

5
2

5
1

5
9

4
4

3
8

3
5

4
1

4
6

4
1

4
2

5
6

大
阪
市

7
1

6
3

5
7

6
2

4
7

4
8

3
6

3
4

2
9

3
1

3
8

3
7

3
7

4
3

4
6

堺
市

3
7

3
7

4
1

5
4

4
6

5
3

6
1

4
9

5
7

5
2

5
0

5
6

5
7

神
戸
市

6
2

7
3

5
1

5
6

5
6

6
4

6
5

5
0

3
8

6
4

5
6

5
4

6
0

6
0

5
9

岡
山
市

4
4

4
8

4
4

4
4

4
6

5
5

5
6

5
1

5
4

5
5

広
島
市

4
6

4
8

5
2

5
6

5
9

4
6

4
8

4
8

4
9

5
4

5
0

4
9

5
6

4
6

5
1

北
九
州

市
1
0
0

1
13

9
9

7
8

7
3

7
7

7
7

7
6

7
6

6
9

7
4

7
0

7
8

7
0

7
2

福
岡
市

8
9

7
3

7
1

6
6

5
8

6
7

5
8

5
6

5
0

5
9

5
7

5
5

5
7

5
8

5
3

熊
本
市

4
8

6
3

6
0

6
6

6
6

8
4

9
5

他
都
市

平
均

6
1

6
2

6
0

5
9

5
7

5
6

5
1

5
1

5
0

5
3

5
5

5
3

5
3

5
4

5
6

他
都
市

乖
離

0
△

5
1

△
6

△
5

△
5

8
△
7

△
1
1

△
1
8

△
1
4

△
6

△
1
2

△
1
3

△
0

※
直
近

の
国
勢

調
査
人

口
で
算

定

5
7

4
5

4
5

△
3

△
7

△
9

H
1
6
-2
0

H
2
1-
2
5

H
2
6
-3
0

6
0

5
2

5
4
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⑶
今

後
の
公
共
施
設
の
更

新
時

期
の
集

中

本
市

の
公

共
建

築
物

は
，

高
度

経
済

成
長

期
以

降
に

集
中

し
て

整
備

し
て

い
る

た
め

，
今

後
，

更
新

時
期

の
集

中
が

見
込

ま
れ

る
。

施
設

の
通

常
の

耐
用

年
数

が
概

ね
6
0
年

と
す

る
と

，
昭

和
4
0
年

代
か

ら
昭

和
5
0
年

代
に

か
け

て

整
備

し
た

施
設

の
更

新
が

今
後

，
1
0
年

～
2
0
年

の
間

に
到

来
す

る
こ

と
に

な
る

。
※

既
に

更
新
を

終
え
て

い
る
施

設
を
含

む
な
ど

，
今
後

，
表
に

記
載
の

施
設
す

べ
て
に

更
新
が

必
要
と

は
限
ら

な
い

0

5
0,

0
00

1
00

,
00
0

1
50

,
00
0

2
00

,
00
0

2
50

,
00
0

～S15(1940)

S17

S19

S21

S23

S25(1950)

S27

S29

S31

S33

S35(1960)

S37

S39

S41

S43

S45(1970)

S47

S49

S51

S53

S55(1980)

S57

S59

S61

S63

H2(1990)

H4

H6

H8

H10

H12(2000)

H14

H16

H18

H20

H22(2010)

H24

H26

（
㎡
）

そ
の

他
（

学
校
・

市
営
住

宅
除
く

）

市
営

住
宅

学
校

京
都

会
館

中
央

卸
売

第
一
市

場
水
産

棟
(
S5

9
,S
6
1
)

京
都

ア
ス

ニ
ー
・

中
央
図

書
館

東
部

ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ
ー

中
央

卸
売

第
一
青

果
１
号

棟

南
部

ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ
ー

四
条

烏
丸

駐
車
場

京
都

ア
ク

ア
リ
ー

ナ
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⑷
今

後
予
定
し
て
い
る
主
な
大

規
模

公
共

施
設
の
整

備
令
和

3年
度

以
降

の
経

費
が
，

30
億

円
以

上
要
す

る
事

業
を
抜
粋

№
事

業
名

事
業
期

間

令
和

3
年
度

以
降

に
要
す

る
事

業
費

左
の

う
ち

市
民

負
担

(
市

債
及

び
一

般
財

源
)

左
の
う

ち
一

般
財

源

1
新
庁

舎
整

備
～
R
6

1
6
0
億

円
1
5
0
億
円

1
0
億

円

2
芸
術

大
学

移
転

整
備

～
R
5

2
5
0
億

円
2
5
0
億
円

6
0
億

円

3
西
京

区
総

合
庁

舎
整

備
～
R
5

3
0
億

円
3
0
億
円

1
0
億

円

4
地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
セ
ン

タ
ー

，
こ

こ
ろ

の
健

康
増

進
セ
ン

タ
ー

及
び

児
童

福
祉
セ

ン
タ

ー
の

一
体

化
整

備
～
R
5

7
0
億

円
7
0
億
円

1
0
億

円

5
北
部

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

大
規

模
改
修

～
R
8

1
3
0
億

円
1
0
0
億
円

4
0
億

円

6
東
北

部
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
大

規
模
改

修
～
R
3

7
0
億

円
4
0
億
円

4
億

円

7
水
垂

運
動

公
園

（
仮

称
）

整
備

～
R
6

3
0
億

円
2
0
億
円

2
0
億

円

8
西
京

極
総

合
運

動
公

園
の

計
画

的
改
修

～
R
9

4
0
億

円
2
0
億
円

0
億

円

9
横
大

路
運

動
公

園
の

再
整

備
・

防
災
機

能
強

化
～
R
1
1

3
0
億

円
2
0
億
円

3
億

円

1
0

京
都

コ
ン

サ
ー

ト
ホ

ー
ル

長
寿

命
化
事

業
～
R
5
8

3
3
0
億

円
3
3
0
億
円

8
0
億

円

1
1

勧
業

館
（

み
や

こ
め

っ
せ

）
大

規
模
改

修
～
R
1
7

1
8
0
億

円
1
8
0
億
円

2
0
億

円

1
2

市
営

住
宅

団
地

再
生

事
業

【
三

条
・
岡

崎
，

養
正

，
錦

林
，

壬
生

・
壬
生

東
】

～
R
1
2

2
2
0
億

円
1
1
0
億
円

5
0
億

円

1
3

住
宅

地
区

改
良

事
業

【
崇

仁
北

部
】

～
R
6

8
0
億

円
8
0
億
円

7
0
億

円

1
4

道
路

整
備

【
国

道
1
6
2
号
（

川
東

拡
幅

）
】

未
定

4
0
億

円
2
0
億
円

2
億

円

1
5

街
路

整
備

【
鴨

川
東

岸
線

（
第

三
工
区

）
】

未
定

6
0
億

円
3
0
億
円

4
億

円

1
6

街
路

整
備

【
葛

野
西

通
】

1
7

新
し

い
普

通
科

系
高

校
整

備
～
R
4

6
0
億

円
6
0
億
円

6
億

円

1
8

西
陵

中
学

校
区

小
中

一
貫

教
育

校
整
備

～
R
6

7
0
億

円
5
0
億
円

1
0
億

円

1
9

小
栗

栖
中

学
校

区
小

中
一

貫
教

育
校
整

備
～
R
7

8
0
億

円
6
0
億
円

1
0
億

円

2
0

銅
駝

美
術

工
芸

高
校

移
転

整
備

～
R
5

4
0
億

円
4
0
億
円

4
億

円

2
1

呉
竹

総
合

支
援

学
校

増
収

容
対

策
～
R
7

6
0
億

円
5
0
億
円

1
0
億

円

1
Ｊ
Ｒ

奈
良

線
高

速
化

・
複

線
化

～
R
6

3
0
億

円
3
0
億
円

3
0
億

円
2

Ｊ
Ｒ

北
陸

新
幹

線
整

備
3

堀
川

通
の

機
能

強
化

（
バ

イ
パ

ス
整
備

等
）

未
定

未
定

本
市

が
実

施
主

体
の

事
業

本
市

以
外

が
実

施
主

体
の

事
業

未
定

現
時
点

の
粗

い
見

込
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重
点
的
に
対
応
す
べ
き
安
心
・
安
全
の
向
上
と
ま
ち
の
活
力
向
上
と
い
う
視
点
，
ま
た
，
今
だ

け
で
は
な
く
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
視
点
を
持
っ
て
，
中
長
期
収
支
見
通
し
を
踏
ま
え

た
投
資
水
準
の
範
囲
内
で
，
必
要
不
可
欠
な
事
業
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。

将
来
世
代
に
過
度
な

負
担
を
残
さ
な
い
た
め
，
徹
底
的
な
投
資
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
の
上

で
，
実
行
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
，
P
P
P
/
P
F
I
に
よ
る
民
間
資

金
の
積
極
的
な
活
用
，
既
存
の
社

会
資
本
の
有
効
活
用
に
よ
る
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

１
今

と
未

来
の

投
資

事
業

の
バ

ラ
ン
ス

１
今

と
未

来
の

投
資

事
業

の
バ

ラ
ン
ス

２
将

来
世

代
へ

の
過

度
な

負
担

の
回
避

２
将

来
世

代
へ

の
過

度
な

負
担

の
回
避

事
業

の
必

要
性

，
緊
急

性
，

費
用
対

効
果

，
後
年

度
負

担
等
を

考
慮

し
た
上

で
，

・
投

資
事

業
の

総
額

（
一

般
財

源
）

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

・
地

方
交

付
税

措
置

の
な

い
市

債
の

発
行

の
抑

制
に

よ
り

中
長

期
収

支
見

通
し

を
踏

ま
え

た
投

資
水

準
を

目
指

す
べ

き
で

は
な

い
か

。

事
業

の
必

要
性

，
緊
急

性
，

費
用
対

効
果

，
後
年

度
負

担
等
を

考
慮

し
た
上

で
，

・
投

資
事

業
の

総
額

（
一

般
財

源
）

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

・
地

方
交

付
税

措
置

の
な

い
市

債
の

発
行

の
抑

制
に

よ
り

中
長

期
収

支
見

通
し

を
踏

ま
え

た
投

資
水

準
を

目
指

す
べ

き
で

は
な

い
か

。

⑸
中

長
期
収
支
見
通
し
を
踏
ま
え
た
投

資
水

準
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【
参
考
】

安
心
・
安
全
の
向
上
の
取
組

京
都

市
国

土
強

靭
化

地
域

計
画

防
災
・
減
災
対
策
の
指

針
と
な
る
計
画
で
あ
り
，
よ
り
強
靭
で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

総
合
的
，
計
画
的
に
促
進
す
る
も
の
。

4
3
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態

）
の
中
か
ら
，
本
市
が
担
う
役
割

の
大
き
さ
，
影
響
の
大
き
さ
，
緊
急
度
，
本
市
の
特
性
の
観
点

か
ら
，
特
に
回
避
す
べ
き
1
5
の
リ

ス
ク
シ
ナ
リ
オ
を
選
定
し
，
関
連
す
る
対
応
方
策
を
重
点
的
に

推
進

特
に
回
避
す
べ
き

15
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
主
な
も
の
）

○
建

物
・

交
通

施
設

等
の

複
合

的
・

大
規

模
倒

壊
や

住
宅

密
集

地
に

お
け

る
火

災
に

よ
る

死
傷

者
の

発
生

〇
不

特
定

多
数

が
集

ま
る

施
設

の
倒

壊
・

火
災

〇
異

常
気

象
等

に
よ

る
広

域
か

つ
長

期
的

な
市

街
地

等
の

浸
水

〇
被

災
地

に
お

け
る

食
料

・
飲

料
水

等
，

生
命

に
か

か
わ

る
物

資
供

給
の

長
期

停
止

〇
医

療
・

保
健

，
福

祉
関

係
者

及
び

関
係

施
設

の
絶

対
的

不
足

・
被

災
，

支
援

ル
ー

ト
の

途
絶

に
よ

る
医

療
・

保
健

・
福

祉
機

能
の

麻
痺

〇
京

都
市

職
員

・
施

設
等

の
被

災
に

よ
る

機
能

の
大

幅
な

低
下

〇
市

街
地

で
の

大
規

模
火

災
の

発
生

〇
風

評
被

害
等

に
よ

る
京

都
経

済
等

へ
の

甚
大

な
影

響
〇

災
害

等
に

よ
る

京
都

の
文

化
財

等
の

損
壊

，
喪

失
等

に
よ

り
，

京
都

ら
し

さ
が

失
わ

れ
る

事
態
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【
参
考
】

P
P
P
/
P
F
Iの

推
進
，
民
間
資
金
の
活
用
事
例

○
京

都
市

京
セ

ラ
美

術
館

：
契

約
期

間
5
0
年

，
契

約
金

額
5
0
億

円
（

対
象

施
設

：
京

都
市

美
術

館
）

〇
ロ

ー
ム

シ
ア

タ
ー

京
都

：
契

約
期

間
5
0
年

，
契

約
金

額
5
0
億

円

（
対

象
施

設
：

京
都

会
館

）

〇
た

け
び

し
ス

タ
ジ

ア
ム

京
都

：
契

約
期

間
1
0
年

，
契

約
金

額
4
億

円

（
対

象
施

設
：

京
都

京
都

市
西

京
極

総
合

運
動

公
園

陸
上

競
技

場
兼

球
技

場
）

〇
わ

か
さ

ス
タ

ジ
ア

ム
京

都
：

契
約

期
間

1
5
年

，
契

約
金

額
4
億

円

（
対

象
施

設
：

西
京

極
野

球
場

）

○
京

都
市

立
小

中
学

校
耐

震
化

事
業

や
京

都
市

立
小

学
校

冷
房

化
等

事
業

〇
区

庁
舎

整
備

（
左

京
区

役
所

，
上

京
区

役
所

）

〇
八

条
市

営
住

宅
団

地
再

生
事

業

民
間
資

金
の
主
な
活
用
事
例

PP
P 

/ P
FI
の
取
組
事
例

わ
か
さ
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都

京
都

市
京

セ
ラ

美
術

館学
校

の
耐

震
化

八
条

市
営

住
宅

（
施

設
イ

メ
ー

ジ
）

-87-



-88-



⑹
効

果
的
な
投

資
事

業
を
進
め
る
た
め
の
公

共
施

設
の
総

量
の
縮

減

○
高

度
経

済
成

長
等

を
背

景
に

，
昭

和
4
0
～

5
0
年

代
に

か
け

て
集

中
的

に
整

備
し

た
公

共
施

設
等

の
更

新
時

期
の

到
来

に
よ

り
，

何
の

対
応

も
し

な
け

れ
ば

，
今

後
，

大
規

模
改

修
経

費
・

改
築

経
費

が
大

き
く

増
加

○
一

方
で

，
京

都
市

の
極

め
て

危
機

的
な

財
政

状
況

で
は

，
公

共
投

資
事

業
も

含
め

て
財

源
配

分
の

あ
り

方
を

現
状

か
ら

抜
本

的
に

見
直

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○
ま

た
，

施
設

は
当

初
の

整
備

だ
け

で
な

く
，

日
々

の
施

設
の

運
営

に
あ

た
っ

て
も

，
多

額
の

受
益

者
負

担
及

び
市

民
負

担
に

支
え

ら
れ

て
い

る
。

○
今

後
の

人
口

動
態

を
見

て
も

，
2
0
年

程
度

は
少

子
高

齢
化

が
進

行
し

，
人

口
全

体
と

し
て

も
減

少
局

面
を

迎
え

る
。

施
設
の
総
量
の
縮
減
に
向
け
た
今
後
の
課
題
等

○
全

て
の

公
共

施
設

に
つ

い
て

，
当

然
の

こ
と

と
し

て
長

寿
命

化
・

更
新

を
前

提
に

す
る

の
で

は
な

く
，

施
設

の
必

要
性

（
稼

働
率

の
見

込
）

や
資

産
と

し
て

の
市

場
価

値
，

財
政

状
況

な
ど

，
様

々
な

角
度

か
ら

存
続

の
可

否
を

改
め

て
検

証
し

，
施

設
の

総
量

の
縮

減
を

図
る

。
※

公
共

施
設

の
今

後
の

あ
り

方
検

討
の

視
点

（
案

）
は

次
ペ

ー
ジ

の
と

お
り

○
特

に
今

後
の

人
口

減
少

等
を

見
据

え
る

と
と

も
に

，
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
や

デ
ジ

タ
ル

化
の

視
点

か
ら

，
物

理
的

な
施

設
と

し
て

の
必

要
性

を
シ

ビ
ア

に
点

検
・

検
証

す
る

。
・

今
後

，
中

長
期

的
に

市
民

が
負

担
す

る
施

設
運

営
費

や
改

修
・

更
新

費
を

踏
ま

え
て

も
な

お
，

市
民

に
と

っ
て

必
要

性
が

高
い

か
ど

う
か

（
稼

働
率

が
低

下
し

な
い

施
設

か
ど

う
か

）
・

新
型

コ
ロ

ナ
や

今
後

の
人

口
減

少
等

を
踏

ま
え

て
も

，
物

理
的

な
施

設
が

市
民

に
と

っ
て

必
要

か
ど

う
か

○
公

共
施

設
を

統
合

・
集

約
し

た
後

，
そ

の
跡

地
が

民
間

資
本

に
有

効
に

活
用

さ
れ

た
場

合
，

今
後

の
経

費
削

減
に

つ
な

が
る

だ
け

で
な

く
，

ま
ち

の
活

性
化

や
固

定
資

産
税

を
は

じ
め

と
す

る
安

定
し

た
税

収
等

の
増

加
に

も
つ

な
が

っ
て

い
く

（
こ

れ
ら

の
財

源
を

市
民

に
還

元
す

る
こ

と
が

可
能

）

施
設
の
総
量
の
縮
減
に
向
け
て
必
要
な
視
点
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参
考
－

公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
検
討
の
視
点
（
案
）

公
共

施
設

と
し

て
役

割
を

果
た

す
に

当
た

っ
て

，
当

該
立

地
が

必
須

な
も

の
以

外
に

つ
い

て
は

，
次

の
視

点
で

検
討

し
て

は
ど

う
か

高 低
高

情 勢 を 踏 ま え た 必 要 性

人 口 減 少 等 の 今 後 の 社 会

土
地
・
建
物
等
の
資
産
と
し
て
の
市
場
価
値
（
立
地
条
件
）

委
託
化

や
指

定
管
理

制
度
の

導
入
な

ど

よ
り
効

率
的

な
運
営

等
を
検

討

施
設

の
統
合
・

集
約

を
ま
ず

検
討
の

う
え
，

他
の

ニ
ー
ズ

の
高
い
行

政
用

途

へ
の

転
用
を

検
討

民
間
活

力
を

活
用
し

た
賑
わ

い
創
出

事
業

に
よ
る
増

収
，

他
の
未

利
用
市

有
地

へ
の
機

能
移
転

等
を

中
心
に

検
討

施
設
の

統
合

・
集
約

を
ま
ず
検

討
の

う
え
，

積
極

的
な
土

地
の
売

却
(※

)・
貸
付

に
よ

る
増
収
策

を
検

討

※
固

定
資
産

税
等
の

増
収
に
も

寄
与

① ②

③ ④

-90-



【
さ

い
た

ま
市

】
老

朽
化

対
策

費
の

抑
制

に
向

け
て

「
ハ

コ
モ

ノ
三

原
則

」
に

基
づ

き
取

組
を

推
進

原
則

１
新

し
い

施
設

は
原

則
と

し
て

つ
く

ら
ず

，
今

の
施

設
を

有
効

活
用

原
則

２
施

設
を

建
て

替
え

る
場

合
に

は
，

ほ
か

の
施

設
と

ま
と

め
て

つ
く

り
直

す
。

原
則

３
今

の
施

設
の

床
面

積
を

6
0
年

間
で

1
5
％

程
度

減
ら

す

【
千

葉
市

】
今

後
の

老
朽

化
対

策
費

(現
行

水
準

の
1
.6

倍
の

見
込

)を
概

ね
現

行
水

準
ま

で
抑

制
で

き
る

よ
う

取
組

を
推

進

そ
の

た
め

に
公

共
建

築
物

に
つ

い
て

は
，

今
後

1
0
年

間
で

床
面

積
を

7
％

程
度

縮
減

（
参

考
指

標
－

1
0
年

後
の

施
設

の
床

面
積

の
目

安
）

学
校

△
4
.4

％
，

市
営

住
宅

△
9
.2

％
，

そ
の

他
の

施
設

△
9
.4

％

【
横

浜
市

】
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

続
け

る
た

め
，

公
共

建
築

物
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
３

原
則

に
基

づ
く

取
組

を
推

進

原
則

１
保

全
・

運
営

の
最

適
化

…
 保

全
や

運
営

に
関

す
る

コ
ス

ト
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
向

上
さ

せ
る

原
則

２
施

設
規

模
の

効
率

化
…

 必
要

な
サ

ー
ビ

ス
を

効
率

的
な

量
で

提
供

す
る

原
則

３
施

設
の

財
源

創
出

…
 適

切
な

保
全

や
運

営
に

必
要

と
な

る
財

源
を

生
み

出
す

（
参

考
）

施
設

の
総

量
に

関
す

る
定

量
的

な
目

標
は

定
め

ら
れ

て
い

な
い

が
，

全
庁

行
動

計
画

に
お

い
て

，
事

業
量

の

多
い

学
校

，
市

営
住

宅
は

，
特

に
財

政
負

担
の

軽
減

，
最

適
な

施
設

配
置

に
取

り
組

む
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。

参
考
－
他
都
市
の
取
組
事
例
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